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資料１



１．島前教育魅力化プロジェクトとは



島後島前





15歳人口がいなくなるだけでなく、労働者人口も減る。
※年間140万円の下宿費用が家計の負担になるため



島前高校魅力化プロジェクト

① 地域を学ぶ「地域学」・キャリア教育「夢探究」など
独自のカリキュラム編成

② 島留学制度…島外からの生徒を積極的に受け入れ。
寮費補助・里帰り費用一部負担・島親制度など

③ 公立塾「隠岐國学習センター」設立
「自立学習」「夢ゼミ」を主軸とした高校連携塾





２．プロジェクトにおけるICTの取り組み



島前高校 LTE 50台 約170名

隠岐國学C LTE 45台 （約130名）

海士中 Wi-Fi 19台 42名

海士小 Wi-Fi 13台 37名

福井小 Wi-Fi 14台 47名

2016年度
導入済

2015年度
導入済



2014 2015 2016 2017

社会人

島前高校

隠岐國
学習センター

高校生

中学生

海士中学校

海士小学校

福井小学校

遠 隔 授 業（ 英 ・ 数 ）

遠 隔 授 業（まちづくり）

iPad活用

iPad設置

遠 隔 夢 ゼ ミ

iPad設置

ウ ェ ブ ド リ ル

プ ロ グ ラミ ン グ

iPad設置

iPad活用

iPad活用

iPad活用

文科省事業A 総務省事業文科省事業B

iPad設置

プロジェクトにおけるICTの取り組み全体像





12

学習センター

海士中学西ノ島中学

知夫中学

内航船に乗って通う中学生は少ない

島前高校
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西ノ島中学

知夫中学

受験前の冬場、内航船の欠航が多い

学習センター

海士中学

島前高校



cv

中学生 隠岐島前三島をつなぐ遠隔授業

学習センターから配信

各家庭でiPad受信

docomo
LTE

iPadを
無償貸与



中学生 隠岐島前三島をつなぐ遠隔授業

島根県
隠岐島前

隠岐島前だけでなく
徳島県上勝町・島根県吉賀町

の生徒も受講



人数

成績分布

応用
クラス

基本
クラス

標準
クラス

◎メリット
複数の小規模校に同時配信することで
硬質化したコミュニティに刺激を与えられる。

習熟度別に授業編成が可能になる。

中学生 隠岐島前三島をつなぐ遠隔授業



中学生 隠岐島前三島をつなぐ遠隔授業

学習後の宿題も
iPadで遠隔添削



高校生 日本全国とつなぐ遠隔キャリア教育

海士町海士町 雲南市雲南市

授業配信 授業受信

異なる地域の
高校生同士が
グループを組
み、地域の課
題について
ディスカッ
ション

・もっとお互
いのことを知
りたい！！
・交流先に実
際に行く！！
・自分の長所、
短所に気づい
た！！



高校生 日本全国とつなぐ遠隔キャリア教育



高校生 日本全国とつなぐ遠隔キャリア教育

宮崎県飯野高校とつながる



社会人 有識者まちづくり遠隔授業

まちづくり授業 講師
【枝廣淳子さん】

アル・ゴア著「不都合な真実」訳
ピーター・M・セング著「学習する組織」訳

環境や組織づくりに詳しい

仕事場や出張先から受講



まちづくり授業 講師
【和田雅昭さん】

「ITマリンの出帆」著
はこだて未来大学教授

漁業のICT活用に詳しい

社会人 有識者まちづくり遠隔授業



英会話



卒業生への質問

島に大学生がいない問題を解消



ラピッド・ディベート

情報収集力・編集力・表現力を育む



３．教育ICT活用を進めるための提言



３つの提言

① モノの拡充

② 挑戦するための環境

③ 意識改革



モノの拡充

予算化

ICTの活用方法を進めるためには、教員がまず
「一体どういうモノなのか」を知る必要があるが
現在、知り得る手段がない。導入ありきで動いて
よい。未活用が心配なら予算をヒトにつける。

BYODも視野にいれる

予算化が難しい状況にあるならBYODも視野にい
れて拡大する（鳥取県は戦略導入済）。クラウド
アプリを積極活用。



挑戦できる環境

セキュリティポリシーの整備

ウェブアプリやクラウドアカウントなどOSに左
右されない環境が整いつつあるが、セキュリティ
ポリシーがそれらに対応していない。

ICT活用授業の定式化

2020年のアクティブラーニング移行をふまえて
「どのように活用すべきか」のフォーマットを作
成。授業モデルを提示する。



意識改革

2020年に向けての準備

「アクティブラーニング導入」「プログラミング
導入」「1人1台達成」などの逼迫した問題につい
て入念な準備を。

教育は投資

子どもが社会に出る頃にはどの職場もコンピュー
ターやAIは「あってアタリマエ」の時代。パソコ
ンをつかって学ぶことは子どもの当然の権利。教
育はローコストハイリターンな国造りの投資。



御清聴ありがとうございました


